


RES-P 工法   設計計画書

目   次

1

2

2

1. 設計手順

2. 適用構造物と適用地盤

3. 設計条件

4. 設計仕様の設定

5. 補強地盤の許容支持力度の確認

6. パイプ⻑さ

7. パイプ配置計画

8. 特記事項

6

1. 施工機械

2. 使用材料

3. 施工手順

4. パイプ上端部の仕様

5. 施工管理

8

・スウェーデン式サウンディング試験結果

Ver. 3.1.1

Ⅳ. 施工計画 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Ⅴ. 添付資料 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

町屋6丁目分譲 新築工事

Ⅰ. 建築技術性能証明書 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Ⅱ. 物件概要 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

Ⅲ. 設計計画 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・















3. 施工手順

 RES-P工法の施工手順を、下図に示す。

4. パイプ上端部の仕様
 地震時の水平力等をパイプに与えないためにパイプと基礎本体とは一体化せず、パイプ上端
レベルを基礎下端または捨てコンクリート下端とする。ただし、砕石を十分に転圧することに
より、鉛直力が地盤およびパイプに十分伝達される仕様であれば、パイプ上端レベルを基礎下
端または捨てコンクリート下端から150 mm 以内とする。砕石厚さおよび施工手順に応じて、
パイプキャップの種類を選定する。

5. 施工管理
 施工管理は、下表の項目について行い、RES-P工法技術委員会に報告する。

パイプの芯ずれ 偏芯量  チェックポイントから定尺棒により測定
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 トランシットまたは水準器等にて直角二方向から確認
 又は リーダーの傾斜計による確認

パイプの建て込み精度  トランシットまたは水準器等にて直角二方向から確認

貫入深度  レベルによる確認

貫入力の確認 貫入力  貫入本数の10％について貫入力測定器により測定

 目視検査

頭部ピン  目視検査

パイプ貫入

作業地盤  整地状況・敷鉄板厚・ベニヤ等の敷込みを目視確認

パイプ芯  チェックポイントから定尺棒により測定、目串にて明示

リーダーの鉛直性

材料受け入れ
パ
イ
プ

継
手

径・肉厚  スケールによる測定。納品書で出荷時の検査結果が
 確認できれば､目視確認で可

⻑さ  スケールによる測定

亜鉛めっき  目視検査

変形

→ →

図-3 施工手順

表-5 施工管理項目

工程 管理項目  管理方法

→ → → → → →
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